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研究成果の概要（和文）：本研究では、フッサール現象学において枢要な役割を果たしている「明

証」概念に注目し、同じく後期フッサール現象学の重要な基盤となっている「自我」の概念と

それがどのような関係にあるのか、その関係がどのような「真理」観を示唆しているのか、に

ついて踏み込んだ考察を行った。第一に、フッサールの公刊著作ならびに研究草稿（未公開草

稿を含む）を精査し、第二にその成果を分析哲学、認知科学、科学論における関連研究と突き

合わせ、批判的に吟味した。 
 
研究成果の概要（英文）：This project focused on the concept of "evidence" that plays a crucial 
role in Husserl's phenomenology. It was investigated in detail how evidence relates to the 
concept of "ego" as an important basis for his later phenomenology and what thought of 
"truth" is suggested by phenomenology on the basis of such a relationship between evidence 
and ego. This investigation was carried out through a close examination of Husserl's 
published works and his (partly unpublished) research manuscripts. The result of this 
investigation was critically evaluated by comparison with associated studies in analytic 
philosophy, cognitive sciences, and science studies. 
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１．研究開始当初の背景 
 フッサールの「明証」（Evidenz）論は、彼
の現象学の全体を貫く主要概念の一つであ
る。彼の現象学がなぜ初期の非自我論的現象
学から自我論的現象学へと転回を遂げねば
ならなかったのかという理由も、「明証」概
念の一貫した展開のうちにある。研究代表者

は、この点を著書 Das Problem des ‚Ur-Ich’ 
bei Edmund Husserl. Die Frage nach der 
selbstverständlichen ‚Nähe’ des Selbst 
(Dordrecht: Springer, 2006) において同書
の論旨に必要な範囲で示したが、明証論その
ものの主題的論究が十分ではなかったため
に、自我概念と明証論との繋がりは十分に明
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示されるには至らなかった。一般にフッサー
ル現象学を扱った二次文献においても、自我
論と明証論の関連を詳細に論じた研究はほ
とんど見られない。しかし、この点はフッサ
ールの現象学立場そのものの核心に関わる
のみならず、一般に科学において重視されて
いる客観的・実証的根拠づけに対して主観
的・相対的で「一人称的」とも呼ばれる観点
がどのような関係に立つのか、という点の考
察にも寄与しうる重要な論点であると考え
られる。この点は、「意識研究に一人称パー
スペクティヴは必須かどうか」という点をめ
ぐる近年の論争（Phenomenology and the 
Cognitive Sciences 誌上での D. Denett のテ
ーゼをめぐる論争など）や、分析哲学におけ
る一人称研究などにも関わってくる論点で
あり、現象学的な諸研究をより広い観点から
批判的に吟味するためにも有益な視角であ
ると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、第一にフッサールの明証論に関
する公刊テキストならびに研究草稿（未公開
草稿を含む）を精査し、関連する二次文献を
も検討しながら、フッサール明証論の踏み込
んだ統一的解釈を行うことを目的とする。そ
の際、明証概念のもつ理性論的側面と、フッ
サール現象学の自我論的転回との関係、なら
びに必当然的明証と現象学的自我概念との
密接な関係をどのように理解できるか、とい
う点にとりわけ焦点を当てる。 
 第二に、この研究を通して、「現象学的」
と呼ばれる思考態度と「現実」との関係、い
いかえればその真理論的含意について、自我
的パースペクティヴとその明証性格という
観点から考察を加える。 
 第三に、基盤研究(C)「現象学における「理
性」概念の変容──フッサールとレヴィナス
に即して」（2007-2009 年度、研究代表者・
田口茂）の成果を引き継ぎ、フッサールおよ
びレヴィナスにおける「理性」概念の変容を、
「明証」概念の明確化によって一層正確に基
礎づける。フッサールは、「理性」を特有の
「直観」性格において捉え、それを直接に「明
証」概念と接続しているからである。そのさ
い鍵となるのは、「現象学する自我」、すなわ
ち哲学的に思考する者自身を表わす哲学的
概念である。この概念がフッサール現象学の
中で果たす独自の役割を解明することによ
り、現代において単純な整合性へと狭隘化さ
れる傾向にある「理性」概念を吟味し直し、
その批判的再定義につながる基礎的洞察を
獲得することを目指す。 
 第四に、以上の研究の成果を、認知科学、
分析哲学、科学論における一人称パースペク
ティヴの考察というより広いコンテクスト
の中で吟味し、学問研究における「一人称パ

ースペクティヴ」の還元不可能性を提示する
ための有効な通路を探る。上記の研究によっ
て、学問研究・科学研究の視点が三人称的パ
ースペクティヴによって汲み尽くされえな
いことが示されるならば、客観的整合性とし
ての合理性を逸脱する事象次元についての
研究が、それとは別の意味で依然として「合
理的」であり「理性的」でありうることが示
されうる。 
 
３．研究の方法 
(1)フッサールの公刊されたテキストおよび
未公開草稿に即して、明証論に関する記述を
詳細に吟味し、最新の研究文献を参照しつつ、
その統一的解釈を行う。 
 ①第一に、フッサール自身が一般に向けて
執筆した明証論関係の重要テキストを綿密
に検討する。『論理学研究』、『イデーンⅠ』、
『形式論理学と超越論的論理学』、『デカルト
的省察』、『危機』など、フッサール自身によ
って公刊された著作の該当部分は、解釈全体
を方向づけるものとして、特に重視されねば
ならない。さらに、『現象学の理念』、『第一
哲学』、『論理学・認識論入門』（Husserliana 
XXIV）、『哲学入門』(Husserliana XXXV)
といった講義は、フッサールの思考がより直
截かつ詳細に表現されたものとして、解釈の
際の重要なよりどころとなりうる。特に最後
に挙げた講義は、明証論のまとまった研究を
含み、付録の研究草稿も合わせて検討するな
らば、その展開過程を詳細に追うことを可能
にしている。また、この講義、および『第一
哲学』講義においては、明証論と自我論との
関わりをとりわけ明瞭に辿ることが可能と
なっている。これら二つの講義および関連草
稿を特に綿密に検討する。 
 ②第二に、明証論に関するフッサールの研
究草稿を綿密に検討する。研究草稿には様々
な具体的分析の試みが含まれ、フッサールの
思考過程を辿るにはとりわけ適している。フ
ッサールの研究草稿は、フッサール全集に収
録されたものも多数あるので、その検討が必
要である。未公開草稿に関しても、これまで
フッサール文庫で閲覧した未公開草稿の研
究データを明証論研究という視角から一貫
して精査し、現象学的思考そのものにとって
の明証論の意義と、それが自我論的パースペ
クティヴとどのように絡み合っているのか、
という点に関して、詳細に検討する。 
 ③第三に、以上の文献研究の成果を、明証
論・真理論・自我論関係の最新のフッサール
研究文献と突き合わせ、批判的に吟味する。
また、国内外の会議で研究発表を行い、現象
学研究者とのディスカッションを通じて、応
募者の自我論解釈、明証論解釈を多様な角度
から吟味していきたい。 
 



(2)以上の点に関してある程度の見通しを得
た上で、分析哲学・科学論・解釈学などの真
理論解釈、ならびに「理性」「合理性」解釈
を参照しつつ、現象学的な自我的パースペク
ティヴと真理・理性との関わりについて様々
な角度から吟味を行う。特に検討・参照され
ねばならないのは、Ｅ・レヴィナスをはじめ
とする現代フランスの哲学者による「理性」
解釈や、分析哲学や科学論における「合理性」
解釈である。この方向では、現象学的自我
論・明証論・真理論の有効性を測るため、「一
人称パースペクティヴ」（first-person 
perspective）をめぐる近年の論争を取り上
げる。ダニエル・デネットの提唱する
hetero-phenomenology（三人称的視点からの
現象学、一人称パースペクティヴを排除す
る）の理論的内容を検討し、これをめぐる
Phenomenology and the Cognitive Sciences 
誌上の論争を具体的に検討する。その他、認
知科学分野において近年論じられている一
人称パースペクティヴの必要性・是非に関し
て、フッサール現象学、特にその明証論・真
理論から検討を行う。一人称パースペクティ
ヴの研究は、分析哲学の流れを汲む研究者に
よっても、近年積極的に進められており、そ
の試みは現象学者によってもしばしば取り
上げられている。関連論考を吟味することに
より、現象学的な一人称パースペクティヴの
解釈およびその射程を、より広い観点から多
角的に検証したい。 
 このような方向での諸研究によって、科学
研究における「合理性」概念を、「主観的な
もの」との関連で再度考察し直すための手が
かりを探る。 
 
４．研究成果 
(1) 2010 年度は、第一に、フッサールの著作
のうち明証論関係の重要テキストを綿密に
検討した。とりわけ『現象学の理念』Die Idee 
der Phänomenologie の詳細な再検討を通じ
て、明証論と還元論との関わりを解明するた
めの重要な成果が得られた。要点のみを述べ
るならば、明証への還元が、全現象のうちの
特定の明証的「領分」への還元としてではな
く、「明証的であること」それ自体への還元
として再解釈されていく過程を、上記テキス
トの展開の中に明確に辿ることができ、これ
によって「現象学的還元の発見」と呼ばれる
転換を、明証への還元による眼差しの解放
（思考が自らの主題的眼差しを遮蔽してい
た方法的制限から自らを自由にすること）と
して再解釈することができた。 
 この成果を基盤として、明証論的・真理論
的観点からみてとりわけ重要な「実在性」
Realität および「現実性」Wirklichkeit の
概念と自我論との関わりについて、包括的な
観点から研究した。これにより、明証論的観

点からの現象学全体の再解釈への道筋、なら
びに「現実」の哲学的解釈としての現象学の
意義を明らかにすることができた。これらの
成果については、Husserl Circle, 韓国現象
学会, 日本現象学会等で発表した。 
 第二に、上記の成果は、科学的・学問的研
究の合理性についての明証論的考察を大き
く前進させた。上記の解釈を基盤として、ピ
ート・ハット（Piet Hut）・プリンストン高
等研究所教授（物理学、学際研究）、西郷甲
矢人・長浜バイオ大学講師（数学）との共同
研究を開始し、明証論に基づいた現象学的な
現実解釈の中に科学研究の合理性をどのよ
うに位置づけることができるかについて、体
系的な考察を開始した。とりわけ、科学研究
が一人称的・自我論的な観点を見かけ上排除
しているにもかかわらず、実際には一人称的
経験を不可欠の条件の一つとしてもつこと
について、現代数学ならびに物理学の最先端
の知見に即して重要な洞察を得ることがで
きた。この方面に関連して、分析哲学におけ
る外在主義と内在主義の論争、近年の「心の
哲学」ならびに「認知科学」における成果に
ついても、ある程度基本的な論点を吟味し、
次年度以降の研究を準備することができた。 
  
(2) 2011 年度は、第一にフッサール現象学に
おける明証論と自我論との関わりを、扱うテ
キストの範囲を広げてさらに検討した。その
結果、現象学的「明証」がなぜ固定的な成果
としては捉えられず、むしろ絶えず認識と思
考の更なる展開への「媒体」（Medium）とし
て捉えられねばならないのかを、いくつかの
方面から明らかにすることができた。この方
向では、現象学的明証論をめぐる近年の諸研
究の検討、拙著が検討テキストの一つとなっ
たフッサール研究会シンポジウムでの集中
的な討論、現象学にも批判的検討を加えてい
る田辺元の「媒介」思想の研究などがとりわ
け研究の進展に資するところがあった。 
 第二に、2010 年度に引き続き、ピート・ハ
ット・プリンストン高等研究所教授、西郷甲
矢人・長浜バイオ大学講師との共同研究を進
め、これにより本研究における明証論・真理
論の研究成果を科学論的方面からも具体的
に検証・修正することができた。とりわけピ
ート・ハット教授が企画者の一人となった、
Center of Theological Inquiry (Princeton, 
アメリカ合衆国) における学際共同セミナ
ーに招待され、多分野の科学者との共同討議
に参加できたことは、本研究の成果を諸科学
における知との関係で捉え直すために大い
に役立った。西郷甲矢人氏とは定期的に共同
研究を進め、現代数学の先端的知見（とりわ
け圏論）を手がかりに、現象学的明証論およ
び自我論の数学的含意という予想外の成果
をも得ることができた。 



 第三に、認知科学ならびに分析哲学におけ
る「一人称」概念について、前年度に引き続
き検討を進め、その研究成果の一部を St. 
Louis University で開催された「現象学と諸
科学」をテーマとする国際学会で発表するこ
とができた。この方向ではとりわけ、認知科
学における「一人称」的経験の研究の中に、
現象学的明証論に基づく「原一人称性」
（primal first-personhood）と「変様され
た一人称性」（modified first-personhood）
との区別を導入することを試み、一定の成果
を得ることができた。 
 総じて 2011 年度には、現象学的自我論と
明証論を、単に現象学内部の議論によって検
討するだけでなく、科学論的方面、認知科学
的方面、数学的方面、媒介論的方面など、予
想以上に多方面から検討することができた。
とりわけ、関心を共有する他分野の研究者と
の共同討議により、科学論的方面をも含めた
「知の一般理論」への寄与に関する現象学的
明証論の研究が、予想以上に進展した。 
 
(3) 2012 年度は、以下の三つの方面から研究
を進めた。 
①フッサールの明証論に関しては、関連テキ
ストを再度精査し、いくつかの新たな知見を
得た。とりわけ、『論理学研究』における「充
実」論を明証論的観点から再検討し、その成
果を、『受動的綜合の分析』においてフッサ
ール自身が行っている明証論的な「充実」解
釈と突き合わせて、明証概念の機能的分析を
進めた。このような「充実」現象の立ち入っ
た検討により、これまで十分にアプローチで
きなかった受動的綜合の分析に関する明証
論的視角からの解釈が可能となった。これに
より、いわゆる「必当然的明証」の含意がよ
り正確に理解可能となった。 
 「現実性」と「合理性」の解釈に関しては、
『イデーン I』、『事物と空間』等のテキスト
の再検討により、とりわけ世界性とプロセス
的合理性の解釈に関して大きな進展があっ
た。その成果は 2012 年 11 月にチリのサンチ
アゴで行われたフッサール記念学会で発表
した。 
②現代の認知科学を参照しつつフッサール
の自我論および明証論の含意を再検討する
ことにより、とりわけ「循環性」、「再帰性」
の解釈において一定の進展があった。また、
科学論とドイツ観念論の検討から独自の「媒
介」概念を発展させた田辺元の哲学を、前年
度に引き続き立ち入って検討した結果、フッ
サールの「明証」概念の解釈に格段の進展が
見られた。フッサールの「明証」概念はしば
しば確証プロセスを一方的に停止させるも
のとして非難されたが、媒介論的な観点を導
入することにより、「明証」とは経験プロセ
スの媒介機能にその本質をもつものである

という解釈が可能であることがわかった。そ
の成果の一部は、2013 年 4 月にコペンハーゲ
ン大学で行われた北欧現象学会第 11 回年次
大会において発表した。この方向での研究は
引き続き 2013 年度から行う科学研究費補助
金基盤研究（C）「現象学の媒介論的展開──
フッサールと田辺元の哲学を手引きとして」
（研究代表者・田口茂）にて継続する予定で
ある。 
③昨年度までに引き続き、ピート・ハット・
プリンストン高等研究所教授、西郷甲矢人・
長浜バイオ大学講師との共同研究を継続し、
物理学的・数学的な視角から本研究の成果に
関して有益なコメントを得ることができた。
この方向では、現象学的明証論の基礎的アイ
デアと本研究の成果に対して、より平明かつ
一般性の高い表現を与えるための重要な示
唆が得られた。予想外の成果としては、「原
自我」概念を含む現象学的な自我論の構造が、
ある種の数学的構造論（圏論）の言語によっ
て明確化されうるということが具体的に明
らかになったという点が挙げられる。西郷氏
とは現在共著論文を執筆中である。 
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